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はじめに 

 

 近年、日本の食は、「生命の維持のためにどう食べるか」という課題から「健康のためにどのように食べ

るか」に変化してきました。高度経済成長によって豊かな食品、食文化を生みましたが、その反面で飽食

や栄養のアンバランス、生活習慣病などの問題も生み出したからです。こうした問題は、子どもたちの食

生活にも散見されています。 

 学校においては、平成17年度の食育基本法の制定により、食は生活の基本であり、学校教育の柱となる

知育、徳育、体育の基礎として位置づけられました。つまり、子どもたちにとって望ましい食生活は、心

身の成長にとって欠くことのできない役割を果たしていることが確認されたのです。こうした背景から、

犬山市では、平成18年度に文部科学省より「地域に根ざした学校給食推進授業」の委嘱を受け、犬山産の

安全･安心な米や野菜を給食に使うなどの「地産地消」の取り組みを展開し、本稿はその中心的な役割を果

たしました。 

 同時に、本校は、平成18、19年度と、丹葉地方教育事務所協議会および犬山市教育委員会の委嘱を受け

て、研究課題「自らの食を考え、主体的に学び、実践する子」のもと、食育カリキュラムの開発に取り組

んできました。 

 生涯、健康な生活を送るために、自らの食について自分の頭で考え、課題を解決し、自分の健康を自分

で守ることのできる望ましい食習慣を身に着けることが大切と考えます。これらの力は、食に関する自己

管理能力と捉え、発達段階に応じて育成していくことをねらいとしました。 

 このねらいを達成するために、授業などの実践を積み、ささやかではありますが、成果として食育カリ

キュラムを開発･編成することができました。 

 本研究を推進するにあたり、子どもたちの学び方の基本理念として、協同学習の考え方を柱としました。

協同学習は、犬山市が市全体をあげて取り組んできた「共に学び、助け合い、教え合う」という考え方に

立つもので、誰も落ちこぼれを生まず、助け合いながら学び合うという、知と徳の両面を陶冶することを

めざしています。 

 この考え方を犬山市に導かれたのは、本市の客員指導主幹で中京大学の杉江修治教授でした。本校では、

杉江教授より、特に授業における基本理念と展開のあり方についての繰り返しのご指導をいただきながら

研究を進めました。 

 また、食育の研究方法に関しては、女子栄養大学短期大学部教授の金田雅代先生に格別のご配慮を賜り

ました。さらに、愛知県教育委員会の上原正子先生、日比宰先生からも多大なるご助言を賜りました。 

 こうした多くの諸先生方のご指導の甲斐あって、研究としてまとめることができたことを深く感謝申し

上げます。 

 しかしながら、研究はまだまだ不十分な点が多く、途上にあるところです。多くの皆様のご指導、ご助

言を賜りますようお願い申し上げます。 

 

                             犬山市立東小学校校長   相沢 陽一 
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Ⅰ 研究の構想 

 

１ 主題設定の理由 

 

  社会の変化にともなって食生活も多様化し、子どもたちの食習慣や食生活の乱れからくるさまざまな問

題が指摘されている。偏食をはじめ、孤食による家族とのコミュニケーション不足や朝食抜きからくる集

中力の低下、肥満、生活習慣病への危惧に至るまで、それらの問題は実に幅広い。きれやすい、粘りがな

いなどの精神面にも影響しているという指摘もある。 

  こうした社会背景の中、平成17年に「食育基本法」が成立し、その前文では、食育を「生きる上での基

本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものと位置づける」と規定している。食は生活の基本

であり、生きるために不可欠な活動である。同時に、食を通して人や物とかかわり、社会性を養い、生命

に対する畏敬の念や家族、友人に対する感謝や思いやりの心を育てるという重要な役割も果たしている。

子どもたちにとって望ましい食生活は、健全な心身の成長のために欠かせない重大な条件と言える。 

  そこで、食のあり方について、児童が自分の問題として捉え、思考と実践を繰り返しながらより良い食

習慣を身に付けられるよう、本研究に取り組むこととした。これをきっかけとして学習を発展させ、広く

子どもの生きる力につなげたい。すなわち、食についての学びを契機に主体性と実践力を育てることによ

り、子どもの将来につながる生きる力も育てたい。 

 

２ めざす子ども像と具体的な活動の姿 

 

 3領域にわたってめざす子ども像を設定し、具体的な目標をそれぞれ3点設定した。 

 

①自らの食を考え、追究できる子  

    ・食に関する知識を得る。  

    ・自分の食生活を見つめる。 

・課題を見つけ、追究する。 

②人や自然とかかわり、高め合える子  

    ・主体的な学びの中で、友達、家族、地域と食を通じてかかわり合う。  

    ・食に関する体験活動に取り組む。  

    ・温かい人間関係を築く。  

③意欲をもって実践できる子  

    ・五感を働かせた食体験を通して感動を得る。  

    ・自らの意思で目標を決めて実行する。  

    ・積極的に取り組み、実践できた喜びを味わう。  
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３  研究の方策 

  

この研究は「カリキュラム開発部会」「授業研究部会」「児童活動部会」の 3 部会を設定して進めた。活

動内容の概要を次の紹介しよう。 

 

（１）「食育カリキュラム」の作成 

 

   食育は、給食の時間、特別活動、各教科等の内容に密接にかかわっている。学校教育全体の中で計画的

に体系的な食に関する指導が展開できるよう全体計画を作成した。全体計画にしたがい、従来から教科や

道徳、特別活動、総合的な学習で行われている食育にかかわる授業を、系統的に整理し、年間を通した指

導体系と6学年の系統性を考えて作成した。年間35時間、つまり平均して1週に1時間を基本として、食

育の内容に直接かかわる授業を取り込んだ。教科としては、生活、家庭、保健（体育）、総合に限定し、他

に道徳、学活を加えた。結果的には、多少ふくらみ40時間を越えた学年もある。 

  他教科でかかわりの深い内容や給食の時間の指導は、食育の授業としては時間計上しないが、カリキュ

ラムとしては重要な位置を占めるので、「給食指導」として別枠に位置づけた。また、本校の食育の指導は

栽培活動とも関連が深いので、栽培計画についても別に欄を設けて示した。 

 

（２）子どもが主体的に参加する授業の工夫 

 

  食に関する子どもの学びが生きる力となるよう、ここ数年来取り組んできた「伝え合い、学び合う」を

テーマとした研究を土台に、子どもがより主体的に取り組む授業の実現をめざした。その中で、「学びを生

む授業」「学びを高める授業」「学びを生かす授業」という観点を設定し、「学びを生む授業」では、関心、

意欲を育て、課題を追究する姿勢が生まれるような工夫をした。特に栽培活動を中心とした「もの」にふ

れる活動を重視した。「学びを高める授業」では、課題を追究していくことによって、学びを高めたり広げ

たりすることをねらった。ここでは、友達、家族、地域の人等、人とのかかわりを重視した。「学びを生か

す授業」では、食の学びを実生活に生かすことをねらった。学んだことが進んで実践できるよう、家庭と

の連携を重視した。 

 

（３）栽培活動の充実 

 

  本校は非常に多くの作物を育てている。それは作って食べることによって、食材に対する知識を深め、

愛着をもって育て、よりよい食習慣の育成に結び付くと考えるからである。また、栽培活動を通して、地

域・家庭のボランティアの方に積極的にかかわってもらえるのも長所である。栽培活動は年間計画を立て、

食育カリキュラムに位置づけることにより、授業と連携がとれるようにしてある。 

 

（４）教材としての学校給食の活用 

 

 献立を通して栄養や食事のマナー、行事食の歴史などを継続的に指導することは、食への意識を高める
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よい手だてとなる。そこで、給食の時間にその日の献立に関する内容で学級担任から毎日一言指導を行い、

効果的な給食指導をねらった。 

  ランチルームでの会食や木立に囲まれた校庭の一部で行う青空給食を計画的に実施し、温かい人間関係

をつくる手だてとしている。ランチルームでの会食では、調理員との交流の場を設定し、青空給食では松

花堂弁当を用意し、日本の食文化に触れながら楽しく会食できるようにした。 

 

（５）学校・家庭・地域との連携 

 

  本研究は、実践の場が家庭や地域に多くある。したがって、保護者の理解と協力を得るために、広報活

動を推進するとともに、積極的に授業にも参加していただけるよう計画を立て実践している。また、栽培

活動やさまざまな行事にも地域の人に参加していただき、地域の力を学校教育に生かすとともに、学校が

中心となって地域の食育の意識を高めていくこともねらっている。学校で学んだことが家庭、地域で生か

され、家庭、地域での実践が学校で生きてくる、そうした連携の中で、広く家庭や地域の食に対する意識

を高めることをねらっている。 

  また、昨年度本校が拠点校となって、全市で進めた「地域に根ざした学校給食推進事業」の成果により、

市内や近隣の地場産物が学校給食に計画的に導入されるようになった。そのため、地場産物を生かした献

立を市内全体で毎月取り入れることができるようになった。献立内容や地場産物の紹介を食育だより等で

広く知らせることにより、家庭や地域へ啓発活動を行い、食への意識を高めることにした。 

 

４ 食に関する指導（食育）の目標 

 

（１）観点別指導目標 

 

  文部科学省は、食に関する指導の目標として6つの観点を示した。本校では、「関心・意欲・態度」の項

目を付け加え、下記のような7観点を設定した。 

 

①� 培や調理に関心をもち、進んで自らの食を考え、実践する態度を身に付ける。（関心･意欲･態度） 

②食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。（知識・理解） 

③心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を

身に付ける。（自己管理する力） 

④ 正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける。

（思考・判断） 

⑤食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ。（感謝する心） 

⑥食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。（人間関係形成能力） 

⑦各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。（尊重する心） 

 

 さらに、それぞれ学年別に目標を具体化し、発達段階を考慮した系統的な指導計画を立てるための基本

を作成した。 
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（２）食育の目標と教科等の目標の関連 

 

  各教科の観点別目標がそのまま食育の目標に包括されるものと捉え、食育の目標達成により、教科の目

標も達成されると考えた。当然食育の目標は教科より一層広がりのあるものと考える。例えば家庭科の授

業の中で、食育カリキュラムに取り込んだものについては、家庭科の目標がそのまま食育の目標になりう

るということである。食育カリキュラムに取り込んだ教科の目標はすべて食育の目標でもある。また、食

育で重要な位置を占めている実践力に結びつく「自己管理する力」は各教科で目指す「技能・表現」の内

容を含んでいるが、それを一層幅広くとらえている。 

  さらに食育では、教科等では目標化されていない「感謝する心」「尊重する心」「人間関係形成能力」に

ついても目標として掲げている。これらは道徳、総合と関係の深いものであり、各教科においても学習を

進めていく中で育まれている力である。 

 

（３）食育と教科等の評価の関連 

 

 授業の評価は振り返りカード

やプリント、アンケートなどによ

る。その点については、後に紹介

するカリキュラムにも示した。各

教科等における評価は、従来通り

に教科の目標に合わせて行う。食

育の評価は、子どもたちが一年間

を振り返るための基準を学年別

目標に応じて作成し、自己評価表

「食育のあゆみ」に示す。それは

食育の授業時間として計上され

た授業だけでなく、食育カリキュ 

自己評価票の様式 

ラムに明記された給食指導、その他の教科、行事等や栽培活動も含むものである。そのために各学年とも1

年間のカリキュラムの実施を通して得られる子どもの姿を明確にする必要がある。 
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東小の食育研究構想図 
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食に関する指導の全体計画 
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Ⅱ 研究内容 

 

１ カリキュラム開発部会 

 

本部会は、研究の中核を担う食育カリキュラムの編成を研究の柱とした。研究一年次は、各学年で食育

カリキュラムを編成し、二年次はそれを検証しながら食育カリキュラムの修正に取り組んだ。また、食に

関する指導の基盤を作るために、児童の食生活実態調査をはじめ給食指導の見直しや家庭・地域との連携

の在り方も研究課題とした。 

 

（１）食育カリキュラムの開発 

    

食に関する観点別指導目標を学年別に具体化した「食に関する指導目標」を基にして、学習指導の全領

域にわたってカリキュラムを編成した。 

 

１） 教科および総合的な学習 

低学年は、生活科の内容から、

野菜の栽培活動を中心に植物と自

分とのかかわりに視点をあてて組

み入れた。中学年は、直接食育に

関係する教科がないため、総合の

時間で児童の食生活に密着する

「おやつ」をとりあげ、食べ物と

健康について学習を深めることと 

食育と関連づけられる各教科の題材 

した。高学年では、家庭科の学習そのものを生かして栄養バランスの良い食事を考えたり、自分で調理し

たりすることをめざした。また、家庭科の学習を広げたり、米作りを体験したりする活動は総合の時間を

活用してカリキュラムを編成した。 

 食習慣形成のカリキュラム 

２）学級活動・保健（体育科） 

学校給食を通して望ましい食習

慣を形成するために、健康に良い食

事のとり方、正しい食事のマナー、

楽しく食事をすることを食の面か

らの柱とした。それに加えて健康な

体づくりの柱として、3年以上は体

育科の保健領域から、1・2年は学 

活の内容から主題を設定し、カリキュラムを編成した。 

 

 12



３）道徳 

食育はまた、児童の心の内面に迫

る指導も大切な要素である。低学年

では児童の食の実態から偏食に視

点をあて、中・高学年では食べ物や

それに関わる人への感謝の気持ち

を育てたり、感謝の気持ちを表した

りするという視点から、上記のよう 

道徳における食育のねらい 

な道徳の領域でのカリキュラムを１時間ずつ設定した。 

 

２ 給食指導の充実 

 

学校教育の中で毎日食事をする給食時間は、食の指導の重要な基盤である。この給食時間を生かして、

児童の食の実態を把握するとともに、望ましい食習慣の形成を図るよう努めた。 

  カリキュラムでは「給食指導・行事給食」の欄にマナーの指導計画を掲載した。また、地場産物を利用

した献立や季節や学校行事にちなんだ献立もとりあげた。「一言指導」等でそれらの献立の意義や歴史にふ

れることで地域の産物や食文化を理解し尊重する心を育てられると考えたからである。 

 

（１） 食の実態把握 

 

１） アンケート 

児童の食生活や学校生活についての実態を把握するために、毎年6月にアンケート調査を実施している。

集計及び分析には名古屋経済大学の協力を得ているが、児童のようすや変容をつかむ上で貴重な個別の基

礎資料となっている。 

アンケートの内容は、食生活、生活習慣、食事のマナー、豊かな心、人とのかかわり・たくましさの 5

つの領域に分かれ49項目に及ぶ。（詳細は資料集） 

 

２）子どものようすの個別把握 

上記のアンケート調査から「朝食」「おやつ」「マナー」「偏食」「調理力」という食に直結する 5 つの視

点で指導を要すると思われる児童をピックアップし、毎月その様子を把握して記録を残している。個々の

実態を把握し、指導に生かすという意味で大変有効である。担任が個々の児童に目を向けて、給食を食べ

るときの話題にしたり、保護者との懇談でようすを伝えたりして改善に向けて少しずつ指導している。        

この資料は、栄養士が中心となって収集し、食物アレルギーの調査とともに一括管理して教員との情報の

共有化を図っている。 

 

３）給食の振り返り 

給食後に食事の時間の活動やマナーを振り返らせることによって、望ましい食事への態度を育てる。チ

ェック項目は学年の児童の実態にあわせて決定する。また、マナーの学習後に、児童が自分の実態からチ 
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ェック項目を決めて

取り組むこともあ

る。 

会食中、振り返り

カードを意識して互

いに声を掛け合う姿

も見られるので、1回

の取り組み期間を短

くして定期的に実施

すると効果的であ

る。全校で一斉に取

り組むのは 5 月と 10

月で、点検後は、「食

育ファイル」（元気も

りもり）に綴る。 

 

給食の振り返りカード 

４）元気もりもり調べ  

子ども自身が食生活を見直すた

めに、朝食及び給食で食べた品数

や量を調べている。一日の活動源

である朝食をきちんと食べ、栄養

バランスの良い給食も残さず食べ

ることをねらいとしている。   

ねらいが達成できた児童は嬉し

そうにカードを記入し、励みの一

つとなっている。この結果は家庭

へ持ち帰らせ、保護者の食生活へ

の関心を高める手立てとした。毎

日の食事のようすを表にしたこと

で、親子で食について話し合う良 

元気もりもり調べ（低学年用）様式 

い機会となっている。実施時期は6月、9月の各1カ月間、年2回である。 

 

（２）給食一言指導 

 

毎日の給食は、食育の優れた学習教材の一つである。 そこで、マナー、食材、栄養の三つの視点から選

択して、会食の始めに一言指導を行う。指導にあたっては、栄養士から献立のねらいと献立に関連した３

つの視点の指導内容例が示されるため、担任はそれを参考に学級の実態も絡ませて児童に分かりやすく話

すように心掛けている。      
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児童も実物や実演、クイズなど、興味をひく指導に熱心に耳を傾け、質問も出るほどである。食に関す

る指導目標の中には毎日の給食一言指導で達成できるものもあり、これは重要な手続きと位置づけている。 

 

給食一言集の事例（中学年6月） 

 

 

（３）栄養士の訪問 

 

 栄養士は給食時間に各学級を訪問し、児童とともに会食をす

ることを基本としている。共に食事をすることで、食の実態把

握が可能となる。ときには、1、2週間同じ学級を訪問して、担

任と協力しながら児童の偏食指導やマナーの指導にあたるこ

ともあった。食育の授業を栄養士との T・T で行うことも多い

ため、この機会設定は児童を理解する上でも多くの成果を挙げ

ている。また、児童の方も栄養士を身近に感じて気軽に声を掛

けたり、食育の学習の相談を持ちかけたりしている。低学年で

は、畑で収穫したエンドウマメの調理を児童が直接依頼するな

ど、栄養士が身近な存在として受け入れられている。 

質問に答える学校栄養職員 

 

３ 家庭・地域との連携 

 

「保護者が教育活動に参加する」「子どもが家庭で実践する」「食の活動を発信する」。この三つは、食育

が家庭・地域に根を下ろす上で大切な要素である。 

 

（１） ボランティアの活用 

 

 保護者の学校教育への理解を深めるとともに、児童

の活動を支援してもらうことを目的に、積極的に保護

者のボランティア参加を進めている。これは保護者の

食への関心を高めるという相乗効果も期待できる。 

また、5年生の米づくりに際しては、校門前という

立地条件の良い休耕田を地域の方から借用できた上

に、農家の方からは積極的な栽培のアドバイスもい 

ボランティアが参加する活動例 

ただいて、収穫に至っている。 
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  （２）家庭での実践 

 

学んだことは家庭で保護者の協力を得ながら実践することを基本

とする。そこから、新たな課題を見付けて追究し、挑戦する力を培い

たいと考えた。特に食事の準備への参加は、食材を知り、調理への関

心と技能を高める機会と捉えている。夏休みや冬休みは全児童がチャ

レンジクッキングに挑戦する。 

 

夏休みチャレンジクッキングの内容 

 

（３）親子で学校保健委員会に参加 

 

  食育のめざす健康な体づくりを、病気の予防と体力づくりの両面から推進するために学校保健委員会で

テーマを設け、学習並びに体験活動を実施した。対象は5・6年児童と保護者である。 

18年度第2回の委員会では、名古屋経済大学准教授 早川麻理子氏の講義「生活習慣病と健康な食生活」  

聴講を企画した。6年生の保健の単元「病気の予防」と関連させた内容である。生活習慣病の予備軍になら

ないための健康な食生活を考える良い機会となった。19年度第 1回の委員会では、愛知江南短期大学教授  

脇坂康彦氏の講義と実技「運動と健康な生活－大好きな遊びや運動を通して、丈夫な体をつくろう」で、

運動の楽しさを学んだ。簡単なリズム運動や音楽に合わせて体をゆっくり動かすストレッチの体操を楽し

く体験した。この会の様子は、保健委員会の児童が全クラスを訪問して伝えたのを始め、放課時の遊びや

体育の時間に取り入れたりして、体力の向上と健康の保持増進につなげた。 

 

（４） 「食育タイムズ」の発行 

 

 本校の食育の活動が広く地域住民にも理解され、食への関心が高まることをねらって、発行している。

畑の栽培のようすや収穫した野菜を使って調理し味わう活動を始め、食と健康についての学習の様子など、

食に関する様々な取り組みを紹介している。隔月の発行で部数は4、000部。校区を中心に近隣の小中学校、

子ども未来園（保育園）等に配付し、地域住民の関心を高める内容を工夫しながら発信している。 

 

２ 授業研究部会 

 

 この部会は、編成された本校の食育カリキュラムにしたがって授業実践をし、食育の授業のあり方につ

いて研究した。そして、単元を通した食を学ぶための学習の段階を、次のように定めた。 

  

①食を学ぼうとする姿勢を育てる  （学びを生む）  

②食の学びを高めていく      （学びを高める）  

③食の学びで得た力を生かしていく （学びを生かす）  

 

 この 3 つの段階を生かした授業を通して、食の重要性を体得し、児童一人ひとりが主体的に食に関わる

ことで、追求し、高め合い、実践できる子をめざした。 
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（１） 授業で培う「食育」 

 

１）食を学ぼうとする姿勢を育てる（学びを生む） 

  この段階でもっとも大切なものは「感動」であろう。学習の中で得た感動は、その学習を理解しようと

主体的に追求する意欲につながっていく。その感動をいかにして与えていくか。本校では、児童が食をよ

り身近に感じることを重視し、授業の中で具体物に触れていくことに取り組んだ。「視覚で触れる」「聴覚

で触れる」「嗅覚で触れる」「手で触れる」「舌で触れる」と、触れ方も5つに分けることができる。場合に

よっては複数の「触れる」授業が展開される場合もある。 

 

  ２）食の学びを高めていく（学びを高める） 

  食を追求して得た知識を活用して食生活を見直したり、食の工夫をしたりする。ここでは栄養の必要性

を理解し、栄養バランスのよさに気づくことができるように学習を進めた。そうして自らの力で学習を作

り上げることから興味・関心が高まり、学びをさらに高めていくことにつながっていくと考えたのである。 

 

３）食の学びで得た力を生かしていく（学びを生かす） 

  これまで身に付けてきた「食の知識や判断力」を生かして、よりよい食生活を考えたり、調理に関心を

持ったり、調理に取り組んだりして学習を進める。このように自らの力で食の課題を解決したり、調理を

行ったりすることで達成感を得ることができる。さらに、実践力を得ることへの喜びを感じ、実生活で活

用していくことができるようになる。 

 

（２）学びを構成するための方策  

 

 本校の食育授業で効果的な学びを促す工夫を一覧にして次の図に示そう。 

 

 

 

 

 17



（３）授業実践  

 

１）学びを生む授業 

2つの実践を要約して紹介する。なお、図中の「◎」は教師の発言、●は児童の発言である。 
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２）学びを高める授業 

2つの実践を要約して紹介する。なお、図中の「◎」は教師の発言、●は児童の発言である。 
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３）学びを生かす授業 

3つの実践を要約して紹介する。なお、図中の「◎」は教師の発言、●は児童の発言である。 
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４）他教科の授業（関連） 

他教科の学習の中にも「食育」に関わる内容はいくつか存在する。その学習にも食育を意識して取り組

むことが多い。その一例を紹介する。 
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３ 児童活動部会 

 

本部会は、食にかかわる児童会活動をどのように作り上げるかについて研究してきた。また、各学年の

菜園で食とかかわって何を栽培するか、収穫したものを児童の活動や調理にどのように生かしていくか話

し合ってきた。さらに、食の学びにふさわしい環境整備として、廊下や教室、各掲示板の活用についても

工夫してきた。 

 

（１）生き生きとした児童会活動の推進 

 

本校では、①元気よく外で遊ぶ東っ子、②明るいあいさつがじまんの東っ子、③好き嫌いなく、残さず

食べよう東っ子、の3つのめあてを柱として活動している。 

特に、③のめあてについて、児童で構成する給食委員会は常時活動としてかかわり、代表委員会や栽培

委員会は6月の児童集会（もりもり集会）を催した。秋の収穫祭については18年度のものを紹介した。 

 

１）児童集会 

もりもり集会―何でも食べよう、東っ子（18年度6月） 

もりもり集会では、全校の食に対する意欲が向上をねらって実施した。 

 まず、栽培委員会が、各学年が栽培している野菜と花の紹介をした後、インタビューした児童の願い事

や野菜の秘密を子どもたちに伝えた。葉の絞り汁を染めた緑色の布を酢の中に入れると、布がきれいなピ

ンク色に変化し、会場からは、「わあー」という驚きの声が上がった。代表委員会は、野菜を主人公にした

劇「野菜攻略大作戦」を作り、野菜の働きやおいしく食べる工夫を、クイズを交えながら発表した。  

 また、栽培した野菜がどのように使われて、おいしい給食になるのかをビデオで紹介した。1年生が収穫

したタマネギが全校分のカレーになっていく様子が一目で分かり、調理員の一生懸命な姿も伝わった。子

どもたちは、感謝の気持ちと残さず食べようという意欲を持つことができた。 

  東っ子収穫祭（18年度12月） 

全校が栽培活動を互いに紹介し合って、収穫の喜びをともにするとともに、自然の恵みに感謝し合った。

そして今後の栽培活動への意欲をさらに高めることをねらった。 

  5年生から、米作りについての発表があり、他学年も栽培活動について紹介した。食に関するクイズやじ

ゃんけんゲームで楽しんだ後は、児童が待ち兼ねていた「もちつき」の実演があり、ついた餅をきなこ餅

にして全校児童で食べることができた。集会には、調理員と多くの 5 年生の保護者が餅づくりボランティ

アとして参加し、収穫祭を側面から支援した。 

 

２）食にかかわる委員会活動                 

  給食委員会では「食育だより」を毎月発行している。「好きな食べ物・嫌いな食べ物」といったみんなが

興味を持つような内容や「食中毒」、「かぜ予防」、「節分」といった季節の内容、学年ごとに栽培された野

菜などの紹介になっている。 

  また、5 月には、「食事のマナー」についてミニ集会を実施した。食事中の姿勢や食器・箸の持ち方など

について、絵を使って説明したり、みんなで読み上げたりして、マナーの確認を楽しく行った。給食の時
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間には放送委員会で毎日食材や栄養について説明し、給食委員会も月曜日に旬の食材や食べ物のクイズな

どで楽しく紹介している。 

 

３）創作曲「元気もりもりサンバ」とダンス 

  「元気もりもりサンバ」は全校の心を一つにして、食育に楽しく取り組めるようにするため作ることに

した。歌詞は、全校児童から「歌に入れたい言葉」を募集し、代表委員会でまとめた。曲は本校の元職員

に依頼し、振り付けはアマチュア劇団の方にお願いしてできあがった。 

  昨年の収穫祭で歌とダンスを全校に発表し、その後練習を重ね、今年の「もりもり集会」では初めて全

員で踊り、放送で曲がかかると自然に踊り出す子も見られるようになった。8月には地域の夏祭りに出演し

て、地域とのふれあいに一役買った。9月の運動会では、全校で楽しくダンスを踊り、盛り上がった。 

 

（２）食を支える交流活動 

 

１）地域・生産者との交流                                  

  鳴子クラブは、地域の夏祭りに「元気もりもりサンバ」のダンスを披露した際に、この曲を作成した思

いや学校で栽培活動などを紹介し、地域へ学校の食育を伝えた。また、4年生は9月からの「食べ物に感謝

しよう」の学習で、タマネギの生産者や給食の調理員、イネを栽培した 5 年生にそれぞれインタビューを

行い、給食に使われている食べ物が、実は生産者が大切に育てあげた「いのち」であることを学んでいる。 

 

２）お相撲さんとの交流   

 3年生は、6月の「お相撲さんとふれあう会」で、力士と相撲を取ったり、ちゃんこ鍋を囲んだりして交

流した。ちゃんこ鍋は、力士の指導で、保護者たちも調理に参加した。鍋の中には、学年園で栽培したキ

ャベツも入れた。どの子もあつあつのちゃんこを汗をかきながら笑顔で味わうことができた。ちゃんこ鍋

と一日二食の食生活が、お相撲さんの体作りに果たしている役割を知り、子どもたちは驚いていた 

 

３）調理員との交流        

 本校は単独調理場なので、直接調理員との交流ができる。デザートバイキングの給食の日に、子どもた

ちはランチルームで調理員と会食する。食後は調理員に給食についての質問をしたり、調理員から説明を

聞いたりする機会を設けている。 

  また、学年菜園で栽培した野菜を子どもが洗って給食室へ届けることにより、調理員との会話が生まれ、

より身近な存在として実感できた。自分たちの給食を作ってくれる人たちと触れ合うことにより、調理員

に対する感謝の気持ちが高まっている。 

 

Ⅲ 考察 

 

 ここで研究の成果について、質問紙による本校の児童への調査結果や地場産物導入状況をもとに考察す

る。比較資料として日本スポーツ振興センターによる「平成17年度児童生徒の食生活等実態調査報告書」

の資料を用いた。*対象学年、時期 

 23



１ 食習慣の定着 

 

 食習慣のバロメータとなる「毎日朝食を食べますか」と

いう質問に対して「必ず毎日食べる」が94％と、全国平均

の85％を大きく上回った。ほとんどの担任が「朝食を食べ

るようになって落ち着きや集中力が増した」「授業中の発

言が増した」と感じている。欠席数も減少している。また、

朝食の品数も3品以上の家庭がほとんどである。保護者と

児童に朝食の大切さを啓発した成果が反映されていると

考えられよう。 

 衛生的な習慣を測る「食事の前の手洗いのようす」では、

「いつもしている」「ほとんどしている」児童の合計が80％

と、全国平均の67％を大きく上回っている。低学年も保健

委員会や学級の給食係などの呼びかけで、きれいになるま

で丁寧に洗っている。家庭でも手洗いは励行され、よい習

慣を身につけつつある。手洗いや爪切りなどの指導の成果

を反映した結果と考えられよう。 

 偏食を調べる「嫌いな食べ物があるときはどうしていま

すか」では、「がまんして食べる」「少しだけ食べる」の合

計が 83％となり、全国平均の 73％を上回っている。教室

では。何とか食べようと努力する姿が多く見られ、特に野

菜の残菜が減少している。 

 これらの児童の好ましい変容は、望ましい食習慣の定着

をめざしたさまざまな取り組みがもたらしたものと考え

られるであろう。 

 

２ 実践力の向上 

 

学校での学習が家庭で生かされたとき、確かな実践力を

養うことができたといえよう。「家で食事の手伝いをしま

すか」という質問には多くの児童が家庭で手伝いをしてい

るようすを見ることができた。全国と比較して、その割合

は高い。 

また「自分だけで料理ができますか」という質問に対し

ては、本稿では82％ができると答えており、全国の74％

毎日朝食を食べているか 

食事の前に手洗いをしているか 

嫌いな食べ物が出たらどうするか 

家で食事の手伝いをするか 

自分で料理ができるか 

と比較してその割合は高い。特に夏休みには多くの児童が料理をしたという報告がある。低学年では親子

で料理をし、親子のふれあいができたと喜びの声が保護者から伝えられた。高学年では、毎日料理を作り、
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それを「料理日記」にまとめる児童もいた。調理実習などを多く取り入れた体験的な学習の蓄積の現われ

と考えられるのである。 

 

３ 地域との連携 

 

 「地産地消」は、本研究の土台となる考えである。地域の

農協や朝市会に協力を依頼し、犬山市とその近郊で作られた

作物の確保に努めた。特に、米飯についてはすべて犬山産を

使用している。 

 本稿は地域の農家から水田を借りて米作りをしている。校

庭ではたくさんの野菜を栽培している。栽培の家庭で、農家

の方から何度も作物づくりについての指導をいただいた。そ

ういった地域と連携した学習を通して、児童は野菜や米に対

する愛着を高め、食べ物にかかわる人への尊敬と感謝の心を

持つようになってきた。 

給食における犬山市および近郊の地場産物の 

導入状況（平成18年 5～9月） 

 

Ⅳ 成果と今後の課題 

 

１ 成果 

 

（１） 食育カリキュラム 

 

 「自らの食を考え、主体的に学び、実践する子」の育成を図るためのカリキュラムづくりをめざした。 

 食育の領域は、教科や総合的学習、学級会活動などと想像以上に多くのかかわりを持っている。そのす

べてを系統的に整理し、すべての題材について検証授業を続けながら編成を試みた。 

 授業を教師相互で見合いながら意見交換をすることで、カリキュラムの全体を見通すことができ、給食

指導も含めた系統的なカリキュラムを編成できたことは大きな成果といえる。 

 

（２） 授業力 

 

 本研究を行う上で、２つの目的を持って授業を行った。従来より取り組んでいる「教える授業から学び

合う授業への転換」をさらに推進すること、「カリキュラムの妥当性の検証」を行うことであった。 

 ひとり年間 3 回以上の授業公開をし、研鑽を積むとともに、教師集団としての同僚性を磨いてきた。児

童の五感を生かした授業や、話し合い活動をふんだんに取り入れた授業が次々と生まれ、食に関する授業

に楽しみを見つける児童が増加した。児童の興味関心が高まるにしたがって、「主体的に学ぶ」彼らの姿が

育ってきた。 
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（３） 栽培活動 

 

 栽培活動は「主体的に実践する子」の育成に欠かせない活動となった。自ら種をまき、水遣りや草取り

などの活動を通して、食材に対する知識が豊かになっただけでなく、実体験を積み重ねることで実践力が

かなり育ってきた。児童集会での創作劇やゲームなどに生かされ、児童の発想や企画に驚かされることが

しばしばであった。 

 

２ 今後の課題 

 

（１） 食育カリキュラムの見直し 

 

今後、地道にカリキュラムの加除修正を行っていくことが本校職員に課せられた使命である。これからも

地に足をつけた研究を継続していくことが求められる。 

 

（２） 食育の評価 

 

 家庭教育までも含めた食育の成果がどのように現れているか、児童の姿から評価するために、さらに評

価方法を研究しなければならない。 
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第二部 実践資料 
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Ⅰ 食に関する指導目標と年間計画 
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Ⅱ 題材構成と実践事例 
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Ⅲ 児童の振り返りの手立て―諸様式の事例 
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Ⅳ チャレンジクッキング・ワークシート例 
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東小学校の食育について 

 

2001 年から始まった犬山市の授業改善は、学校自身の手で、少人数授業を導入した算数・数学や理科、

英語などから、他の教科に広がり、総合学習、道徳、特別活動等、教育活動のさまざまな側面に浸透して

いった。学校による主体的な実践研究の広がりは食育にも及び、先進的な試みが展開されてきている。 

犬山市では、平成 18 年度文部科学省委嘱事業「地域に根差した学校給食推進事業」で、市内 14 の小・

中学校と地域の食にかかわる生産者等との連携を通して、地場産物を学校給食と結び、食指導の効果的促

進を図る実践では目覚ましい成果をあげ、全国的にも高い評価を得た。 

 文部科学省委嘱事業では中心的な役割を果たした市立東小学校は、さらに、丹葉地方教育事務協議会と

犬山市教育委員会の委嘱に応えて、2007年度まで食育研究を進め、その成果を11月 7日に発表した。本書

は、そこで披瀝された資料を再構成したものである。 

 犬山市の授業改善の軸は、授業を中心とした学びの機会を再構成し、自律的、主体的な子どもを育てる

試みにあった。それを進める原理として協同学習の考え方を取り入れてきた。 

 協同学習は、共に学ぶ仲間の成長意欲を互いに尊重し、仲間全員の成長を目標として学び合うことこそ

が幅広い効果をもたらすという確信を背景とした教育理論である。一般には授業がその導入の範疇と考え

られているが、協同は授業のみの原理ではない。グループの仲間、学級集団の仲間の協同は、さらに学年

の仲間、学校全体の仲間に広がってしかるべきものであるし、教師と子どもの協同、教師集団の協同、学

校と地域の協同といった図式が、統一的に実現されることが、子どもの育ちの環境として最もふさわしい

と考えるものなのである。協同は人間の生き方の原理でもあると考えられる。 

 東小学校の実践は、協同学習の幅広い実践化の可能性を、食育という切り口から見事に示していった事

例である。 

 食という、生の基本にかかわる課題は、書かれたものからの知識のみから習得できる事柄ではない。共

に生きる仲間、自分の生を支えてくれる周囲との交流があって、実感をもって子どもたち一人ひとりの心

に落ちていき、生きる力になっていくはずである。仲間との協同、教師との協同、地域との協同は不可欠

の条件である。また、子どもの学びを仕掛ける教師も、互いの経験を交流しながら、そして地域の知恵を

借りながら、よりよい題材とよりよい指導法を開発していくことができるはずである。実際、実に多様で、

筋の通った試みが東小学校の実践には含まれている。 

 東小学校の研究では、特定の指導モデルを追求しているわけではない。底に協同の観点がしっかり流れ

ているところにその特徴と意義があることは、本書に目を通されれば理解可能であると思う。このアプロ

ーチは、人権教育、国際理解教育なども、特別なこととしてではなく、学校におけるすべての学びと有機

的に結びつけることができるものである。一人ひとりの子どもが学んだ価値を自分の力で内面化でき、生

きた力を育てるものだと考えられよう。 

                         

                                        杉江 修治 
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おわりに 

 

 単独調理場方式を採用し、学校栄養職員が各小中学校に配置された犬山市は、食育に関する研究を進め

る上での環境が整っているといえます。学校栄養職員が連携して食育について話し合ったり、調理員と児

童が直接触れ合ったりすることも比較的容易に行えます。 

 そうした中で、本校が研究を推進する役割を担ったことは、本市の代表として実績を積む好機になりま

した。平成 18 年度に、犬山市として文部科学省から研究委嘱を受けた「地域に根ざした学校給食推進授業」

では、本校が中心となり、市内 14 校の小中学校が連携して、地産地消を取り上げた授業を行ったり、給食

の食材として地場産業を積極的に導入したりする取り組みに衆知を集めました。今回の研究では、その推

進事業の成果を踏まえ、食育カリキュラムを開発する視点から、授業研究や児童の食育環境づくりなどに

取り組んできました。 

 子どもたちは、授業や給食の時間を通して、少しずつ食に関心を向け、自ら食生活を改善しようとする

力をつけてきました。また、学校菜園では種まきをした後の水遣りや草取りにも進んで参加し、収穫した

食材の調理にも積極的に参加しています。家庭では親子が協力して調理をしたり、栄養バランスについて

話題にしたりしていることが、保護者から学校へ伝えられています。 

 私たちは、食育カリキュラムを開発することで、児童の食育に関する興味関心を高め、実践する力を育

てることをめざしてきました。しかし、研究はこれからが大切であると考えています。本校が食育発信校

として、幼保小中の連携や地域に名指した食育研究を推進していくことが期待されていると認識していま

す。そのためにも、検証を継続していくことにより、子どもたちの成長に役立つカリキュラムにしていこ

うと思います。 

 

                 倉橋 伸子 
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（表紙） 

協同教育実践資料 ８ 
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